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報道発表資料 

2022 年 8 月 9 日 
アステリア株式会社 

アステリアと遠隔制御システムのリモテック（香港）が共同開発製品を提供開始 
空調設備などの赤外線リモコン対応電化製品をエッジで制御し節電に貢献 

～8月 9日から香港、シンガポールなどアジア地域へ販売開始～ 

 アステリア株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：平野洋一郎、証券コード：

3853、以下 アステリア）と香港の遠隔制御システム開発会社 Remotec Technology Limited（本

社：香港・九龍、CEO： Jayne Law、以下 リモテック）は、

当社の AI 搭載 IoT 統合エッジウェア「Gravio（グラヴィオ）」

と、リモテックの手がける遠隔制御システムを活用したオフィ

ス向けの赤外線リモコン対応電化製品 IoT 化エッジ開発キット

「Smart IR Edge Control Toolkit」を共同開発し、第一弾とし

て空調設備向けに 8 月 9 日よりアジア地域への販売を開始する

ことを発表します。 

■「Smart IR Edge Control Toolkit」開発の背景 

昨今のエネルギー資源不足や猛暑などの影響で、世界各国で電力需給がひっ迫しています。国

際エネルギー機関（IEA）※１によると、エアコンや扇風機などの空調機器の使用は全世界の建物

の総電力量に対して 16％近くを占め、電力消費量全体でも 10％に相当します。オフィスや家庭で

最も消費電力が大きい電化製品の一つは空調設備であり、その効率的な運用が世界全体での省エ

ネや節電の鍵を握っています。 

その一方で、空調設備など多くの電化製品は赤外線通信による“リモコン”での制御が主流

で、センサーなどの IoT デバイスと連携した最適稼働を実現するシステム構築は難しい状況にあ

りました。そこで、高度なエッジコンピューティング製品 Gravio を手掛けるアステリアと、赤外

線通信を用いた遠隔制御システムに関わるノウハウを持つリモテックが協業し、赤外線リモコン

対応電化製品 IoT 化エッジ開発キット「Smart IR Edge Control Toolkit」を開発しました。 

その第 1 弾として空調設備※２の制御キットを提供開始。このキットでは、Gravio の IoT センサ

ーで取得した温湿度、CO2濃度、在室人数などの様々なデータをもとに、リモテックの遠隔制御

システムを Gravio が統合管理。それにより空調設備の最適稼働が実現され、オフィスのエネルギ

ー消費を抑制し、電力需給がひっ迫する時

期の節電や脱炭素に貢献します。 

Gravio は、ノーコードと直感的な画面設

計により、非エンジニアでも開発可能なエ

ッジコンピューティング型の IoT 統合ソフ

トウェアなので、わずか数分で導入・実装

を実現します。また、エッジコンピューテ

ィング※３を用いることで、センサーから収

集したデータをクラウドではなくエッジ側

での処理で完結。インターネットに接続せ

ずに運用できるので、ネットワーク障害な

どオフィスのネット環境に左右されずに利

用することが可能です。 

■今後の展開 

本開発キット「Smart IR Edge Control Toolkit」は、アジアを中心とした事業者向けに設計さ

れています。まずは数量限定で提供し、ニーズに応じて提供数や対応機器を拡大していく方針で

す。アステリアとリモテックは、両社の技術を組み合わせ、様々な機器間接続を実現するサービ

スを拡充することでより幅広い用途における自動化および遠隔化に対応してまいります。 
 

Smart IR Edge Control Toolkit 
使用イメージ写真 

開発キットを組み込んだ空調設備の概要（一例） 
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＜「Smart IR Edge Control Toolkit」の概要＞ 

製品内容 注１ 

・Gravio センサー（温湿度センサー、CO２センサーなど計 10 種 注２） 
・Gravio USB Zigbee ドングル 
・Remotec USB 遠隔制御用赤外線デバイス 
・エッジコンピューター 

提供開始日 2022 年 8 月 9 日 

販売窓口 https://link.gravio.com/IRToolkit   
（日本を除く香港、シンガポール含めたアジア地域で提供） 

プラン（価格） Gravio Basic プラン        ／ 貸出センサー選択個数：4 個 5US ドル/月     
Gravio Standard プラン ／  貸出センサー選択個数：20 個 200US ドル/月     

注１：別途 Gravio が動作する PC (Mac、Windows、Linux)が必要。 
注２：プランに応じて使用可能なセンサーが異なります。貸出センサー一覧：https://www.gravio.com/en/product#Gravio-Rent  

■リモテックからのコメント 

※1 : https://www.iea.org/fuels-and-technologies/cooling (2022 年 1 月 6 日時点のデータ) 
※2 : 一部特殊製品を除く。 
※3 : 端末の近くにコンピューティングリソースを分散配置し、データを処理する手法。ユーザや端末に近い場所（エッジ）で 

データを処理するためこのように呼ばれる。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

■「Remotec Technology Limited」について（ Web サイト https://remotec.com.hk/ ） 
 Remotec Technology Limited は、リモコン業界で 30 年以上の経験を持つソフトウェア/ファームウェア、IP、および

データソリューションのパートナー企業です。80 年代に Bondwell Computers として設立された同社は、リモコンの

OEM メーカーから、赤外線と Bluetooth のコードデータベース、アプリケーションとデータサービス、API ライブラリ

ソリューション、完成品生産の専門知識など、あらゆる面で価値を提供するチップセットアグノスティック企業へと変身

を遂げました。 

■「アステリア株式会社」について（ Web サイト https://www.asteria.com/ ） 
1998 年に創業し、2002 年に最初のノーコード製品の提供を開始したアステリア株式会社（当時インフォテリア株式会

社）は、企業内の多種多様なコンピューターやデバイスの間を接続するソフトウェアやサービスを開発・販売していま

す。主力製品の ASTERIA Warp は、異なるコンピューターシステムのデータをノーコードで連携できるソフトウェア

で、大企業、中堅企業を中心に 9,664 社（2022 年 3 月末現在）の企業に導入されています。また、Handbook は、営業

資料や商品カタログ、会議資料などあらゆる電子ファイルをスマートフォンやタブレットで持ち運べるサービスのスタン

ダードとして、1,647 件（2022 年 3 月末現在）の企業や公共機関で採用されています。 

■「Gravio」について（ Web サイト https://www.gravio.com/jp ） 
Gravio は、ノーコードで汎用的なカメラや各種センサーによるデータと様々なシステムの連携を容易に実現できる、

AI/IoT統合型エッジコンピューティングプラットフォームです。直感的な画面設計による簡単な操作で、エッジ上で様々

なデータを収集、管理するとともに、データに基づいた様々なアクションを自動的に実行することが可能です。また、各

種認証済センサーの無償貸出プログラムもご用意し、導入の際の複雑性も解消。サービス全体を通してシンプルかつ迅速

な AI/IoT の利活用を実現します。新バージョンでは、AI による画像推論機能が更に強化され、プリインストールの推論

モデルに加え、お客様により作成されたオリジナルの画像推論モデルもノーコードでシームレスに利用可能となりまし

た。Gravio は、多様な用途における AI や IoT を利活用した DX を実現します。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

アステリア株式会社 広報・IR 部： 小泉万純 
TEL: 03-5718-1297 ／ 携帯電話: 080-7716-9841(小泉) ／ E-mail: press@asteria.com 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

アステリア株式会社 グローバル Gravio 事業部：垂見智真 
TEL: 03-5718-1240 ／ E-mail: gravio-jp@asteria.com  

アステリア、Asteria、Handbook、Gravio は、アステリア株式会社の登録商標です。 
本文中の商品名は、各社の商標または登録商標です。 

当社とGravioとの共通の目的は、すべての IoTデバイス間で、よりシームレスにつながる・
自動化の体験を創造することです。この目的に向かって、私たちは協業を通じて新しい技術
をさらに探求し、より強化・最適化されたコネクテッドホーム、オフィス、B2B ソリューシ
ョンを開発します。私たちは、より良い消費者体験を提供するために、製品を強化すること
を楽しみにしています。 

Remotec Technology Limited   CEO Jayne Law氏 

https://link.gravio.com/IRToolkit
https://www.gravio.com/en/product#Gravio-Rent
https://www.iea.org/fuels-and-technologies/cooling
https://remotec.com.hk/
https://www.asteria.com/
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